
～患者の語りから考える～

インフォームド・コンセント
実現のために

NPO法人健康と病いの語りディペックス・ジャパン
佐藤（佐久間）りか



インフォームドコンセントの実現？

• インフォームドコンセント（IC）「やってるよ」
「ちゃんと取ってるよ」…は本当の意味でのICではな
い？

• 「説明と同意」（日本医師会の訳）は正しい訳ではない
本来の意味は、説明を受けた上で納得して同意（もし
くは拒否）することで、説明と同意が並列なのはおかし
い

• 主語はあくまでも「患者」～患者が医師の説明に納得し
て同意する（もしくは納得しないので同意しない）こと
なので、医療者が「やった」り、「取った」りするもの
ではない（患者が医師に与えるもの）

そこでもう少し理想形に近づけるために…



シェアード・デシジョン・メイキング

• Shared Decision Making（SDM）

Shared＝分かちあう、共有する

Decision Making ＝意思決定

• 主に医療的な介入に関わる意思決定の望ましいあり方を
説明する概念で、患者と医療者が対等な立場で問題解決
に向けて、情報を共有し、意見を交換して、責任を分か
ち合いながら、結論を導き出すためのプロセスをさす

• 決まった日本語訳はまだない～共有意思決定、協働決定
など

• 単に情報を「共有する」だけでなく、決定に伴う精神的
な負担（悩み）や責任を「分かち合う」ことが大事



インフォームド・コンセント
（説明を受けて同意）

• 医療者が医学的に正確な情報（エビデンスに基づいた情
報）を提供して、最善と思われる選択について説明し、
患者は納得して同意を与える／もしくは与えない

YESかNOかの
二者択一



インフォームド・チョイス
（説明を受けて選択）

• 医師は医学的に正確な情報（エビデンスに基づいた情
報）とともに複数の選択肢を提示し、患者はその中から
自分に最適と思われるものを選択する

選択しているのか選ば
されているのか



シェアード・デシジョン・メイキング
（情報を共有し一緒に悩んで決める）

• それぞれが情報を提供し、互いに情報を共有して、とも
に悩みや責任を分かち合って決定する

病いと治療が自分
の生活に及ぼす影
響の判断や個人的
なリスク許容度、

死生観

集団を対象とした統
計的なデータとして
のエビデンス＋個人

的な臨床経験
それぞれが持ち寄る情報



この後スライド２０まであります

• 乳がんや前立腺がんの患者さんによる７つの語りのク
リップを紹介しながら、シェアード・デシジョン・メイ
キングの重要性を説明する講義スライドです。

• 続きをご覧になりたい方は、ディペックス・ジャパンに
ご入会下さい。


